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守
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１
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仕
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近
畿
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会
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長
会
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会
長

会
議
・
支
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長
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議
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近
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市
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会
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〜
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31 

東
部
大
阪
治
水
対
策
促
進
議
会

協
議
会
管
内
事
業
調
査

　

門
真
の
保
育
・
学
童
保
育
・
子
育
て

支
援
施
策
の
充
実
を
求
め
る
請
願
は
、

安
心
し
て
子
供
を
生
み
育
て
、
働
き
、

住
み
続
け
ら
れ
る
門
真
、
子
供
た
ち
が

大
切
に
さ
れ
る
優
し
い
門
真
の
実
現
の

た
め
に
は
、
泉
町
・
北
島
・
小
路
・
柳

町
保
育
園
の
４
園
の
民
営
化
で
は
な

く
、
国
と
自
治
体
の
公
的
責
任
に
よ
る

保
育
園
・
学
童
保
育
・
子
育
て
支
援
施

策
の
拡
充
が
必
要
で
あ
る
な
ど
と
し
て

提
出
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

本
請
願
は
、
12
月
11
日
に
開
か
れ
た

本
会
議
に
上
程
さ
れ
、採
決
に
当
た
り
、

賛
成
の
立
場
か
ら
「
市
の
行
財
政
改

革
推
進
計
画
で
保
育
所
の
民
営
化
を
打

ち
出
し
て
、
市
立
保
育
所
民
営
化
基
本

方
針
、
市
立
保
育
所
民
間
移
管
計
画
を

次
々
と
発
表
し
、
保
護
者
が
願
っ
て
い

な
い
保
育
所
の
民
営
化
を
行
革
の
名
の

も
と
に
推
し
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

基
本
指
針
に
基
づ
き
保
護
者
へ
の
説
明

会
は
開
催
さ
れ
た
が
、
保
護
者
の
不
安

を
解
消
す
る
と
い
う
点
で
は
ほ
ど
遠
い

も
の
で
あ
り
、
ま
た
合
同
保
育
の
職
員

配
置
や
期
間
の
問
題
、
移
管
後
の
職
員

配
置
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な

答
弁
は
な
く
、
議
会
と
し
て
当
然
採
択

す
べ
き
内
容
で
あ
る
」
等
の
討
論
が
あ

り
ま
し
た
が
、
反
対
の
立
場
か
ら
「
本

市
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、
在
宅

の
児
童
に
対
す
る
支
援
態
勢
を
整
え
る

と
と
も
に
、
多
様
化
す
る
保
育
ニ
ー
ズ

に
こ
た
え
る
た
め
に
は
、
で
き
る
だ
け

速
や
か
に
保
育
所
の
民
営
化
を
実
施
す

る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
ま
た
児
童
１

人
当
た
り
に
要
し
た
18
年
度
の
保
育
所

運
営
経
費
に
つ
い
て
は
、
私
立
の
約
89

万
円
に
対
し
、
市
立
が
約
１
６
５
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
納
税
者
の
視
点
か
ら

も
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
が
要
請
さ
れ

て
い
る
も
の
と
考
え
る
。
さ
ら
に
、
基

本
方
針
の
策
定
か
ら
移
管
計
画
に
至
る

現
在
ま
で
に
、
保
護
者
に
対
す
る
説
明

会
等
を
延
べ
20
数
回
実
施
し
て
、
民
営

化
に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
意
見
聴
取
の
機
会
を
十
分
に
確
保

し
、
保
護
者
の
不
安
解
消
と
理
解
が
図

ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
あ
り
、
民
営
化
を
推
進
す
る
た
め
の

手
続
は
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
」
等
の
討
論
が
あ
り
、
起

立
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
料
の
引
き
下

げ
な
ど
を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て
も
、

同
日
の
本
会
議
に
上
程
さ
れ
、
採
決
に

当
た
っ
て
は
、
賛
成
の
立
場
か
ら
討
論

が
あ
り
ま
し
た
が
、起
立
採
決
の
結
果
、

賛
成
少
数
で
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
市
議
会
で
は
、
次
の
意
見
書
を
賛

成
多
数
で
可
決
し
、
直
ち
に
政
府
関
係

機
関
に
送
付
し
て
内
容
の
実
現
を
求
め

ま
し
た
。

道
路
特
定
財
源
諸
税
の
暫
定
税
率

の
延
長
及
び
高
速
道
路
料
金
の
引

き
下
げ
に
関
す
る
意
見
書

　

平
成
19
年
第
４
回
定
例
会
は
、
12
月
11
日

か
ら
20
日
ま
で
の
10
日
間
に
わ
た
り
開
会
し

ま
し
た
。

　

こ
の
間
、「
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
」

な
ど
、
市
長
提
出
議
案
18
件
、
議
員
提
出
議

案
１
件
、
請
願
２
件
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
請
願
２
件
に
つ
い
て
は
、
不
採

択
と
し
、
そ
の
他
の
案
件
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
並
び
に
同
意
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
閉
会

中
の
継
続
審
査
に
付
さ
れ
て
い
た
決
算
２
件

に
つ
い
て
も
認
定
し
ま
し
た
。

　

門
真
市
立
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例

の
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
及
び
留
守
家

庭
児
童
会
事
業
を
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
移
行
さ
せ
る
た
め
、
20
年
４
月
か
ら

新
た
に
門
真
・
古
川
橋
・
沖
・
北
巣
本
・

五
月
田
小
学
校
の
５
校
に
児
童
ク
ラ
ブ

を
設
置
す
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で

す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
民
生
常
任
委

員
会
で
は
、
現
在
各
校
の
児
童
ク
ラ
ブ

の
定
員
が
ク
ラ
ス
分
け
な
し
の
１
０
０

人
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
複
数
ク
ラ
ス
実

施
の
考
え
や
定
員
の
あ
り
方
を
た
だ
し

た
と
こ
ろ
、
19
年
10
月
の
厚
生
労
働
省

の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

で
は
、
１
児
童
ク
ラ
ブ
の
規
模
は
最

大
70
人
ま
で
と
す
る
こ
と
、
ま
た
府
の

補
助
金
要
綱
で
も
、
22
年
度
か
ら
は
71

人
以
上
の
児
童
ク
ラ
ブ
に
対
し
て
補
助

金
が
交
付
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
１
校
２
ク
ラ
ブ
制
を
も
視
野
に
入

れ
、放
課
後
児
童
へ
の
対
策
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
市
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

こ
の
ほ
か
、
児
童
ク
ラ
ブ
室
の
整
備

状
況
、
利
用
料
の
滞
納
状
況
な
ど
に
つ

い
て
質
疑
、
答
弁
が
あ
り
、
本
案
は
全

員
異
議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
門
真
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
３
号
）
は
、
既
定
の
歳
入
歳

出
の
予
算
に
そ
れ
ぞ
れ
３
億
６
６
１
２

万
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を
４
５
９

億
２
１
４
８
万
６
０
０
０
円
と
す
る
も

の
で
、
本
案
は
各
常
任
委
員
会
に
分
割

付
託
し
、
慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

文
教
常
任
委
員
会
で
は
、
全
中
学
校

に
引
き
続
き
、
小
学
校
で
は
初
め
て
と

な
る
大
和
田
小
学
校
の
20
年
度
か
ら
22

年
度
ま
で
の
学
校
給
食
調
理
業
務
委
託

に
関
す
る
経
費
４
３
５
０
万
円
が
債
務

負
担
行
為
と
し
て
計
上
さ
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ま
ず
同
校
に
決
定
し
た
理
由

と
委
託
に
よ
る
効
果
額
を
た
だ
し
た
と

こ
ろ
、
決
定
の
理
由
は
、
退
職
者
不
補

充
の
考
え
か
ら
、
同
校
配
置
の
給
食
調

理
員
数
が
退
職
者
数
に
見
合
っ
て
い
る

こ
と
、
栄
養
職
員
が
配
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
及
び
ド
ラ
イ
運
用
の
実
施
が
容
易

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
決
定
し
た
と

の
こ
と
で
あ
り
、
効
果
額
と
し
て
は
、

年
間
で
約
１
６
０
０
万
円
が
見
込
ま

れ
、
本
市
財
政
に
寄
与
す
る
も
の
と
考

え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
小
学
校
に
お
け
る
今
後
の
同

業
務
委
託
の
見
通
し
を
た
だ
し
た
と
こ

ろ
、
21
年
度
以
降
は
退
職
者
数
に
見
合

っ
て
い
る
と
と
も
に
、
栄
養
職
員
が
配

置
さ
れ
て
い
る
学
校
を
対
象
に
計
画
し

て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

民
生
常
任
委
員
会
で
は
、
20
年
４
月

か
ら
新
た
に
小
学
校
５
校
に
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
が
設
置
さ
れ
る
た
め
、
債
務

負
担
行
為
と
し
て
20
年
度
か
ら
22
年
度

ま
で
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
運
営
業
務

委
託
の
経
費
１
億
８
６
５
５
万
５
０
０

０
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

保
育
士
等
の
資
格
を
有
す
る
指
導
員
の

確
保
に
つ
い
て
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
20

年
度
の
委
託
仕
様
書
も
指
導
員
５
人
の

う
ち
、
過
半
数
を
有
資
格
者
と
す
る
予

定
で
あ
り
、
委
託
事
業
者
の
条
件
を
市

内
で
実
績
の
あ
る
社
会
福
祉
法
人
ま
た

は
学
校
法
人
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

有
資
格
者
の
確
保
は
十
分
可
能
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
、
委
託
事
業
者
へ
の
運
営
業

務
引
き
継
ぎ
の
経
過
を
た
だ
し
た
と
こ

ろ
、
19
年
度
か
ら
実
施
の
児
童
ク
ラ
ブ

に
つ
い
て
は
、
19
年
２
月
に
選
定
結
果

通
知
を
同
事
業
者
に
持
参
し
、
早
期
の

引
き
継
ぎ
を
要
請
す
る
と
と
も
に
、
引

き
継
ぎ
に
つ
い
て
は
打
ち
合
わ
せ
の
頻

度
を
高
め
、
円
滑
な
業
務
や
児
童
に
と

っ
て
従
前
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
環

境
の
維
持
が
図
ら
れ
る
よ
う
依
頼
を
行

っ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

本
案
の
採
決
に
当
た
っ
て
は
、
反
対

の
立
場
か
ら
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決

し
ま
し
た
。
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門
真
市
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
及
び
門
真
市
教
育
委
員
会
の

教
育
長
の
給
与
及
び
旅
費
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
は
、
19
年
８
月
に
策
定

し
た
門
真
市
財
政
健
全
化
計
画
案
を
軸

に
、
さ
ら
な
る
行
財
政
改
革
に
取
り
組

み
、
財
政
の
健
全
化
を
強
力
に
推
し
進

め
る
に
当
た
り
、
市
政
を
執
行
す
る
者

と
し
て
、
一
層
の
決
意
で
財
政
の
健
全

化
に
取
り
組
む
姿
勢
を
明
確
に
す
る

た
め
、
最
も
危
機
的
な
期
間
で
あ
る
20     

年
度
か
ら
22
年
度
の
間
、
市
長
等
の
給

与
を
さ
ら
に
減
ず
る
措
置
を
講
じ
る
も

の
で
、
市
長
は
１
０
０
分
の
25
、
副
市

長
は
１
０
０
分
の
20
、
水
道
事
業
管
理

者
と
教
育
長
は
１
０
０
分
の
15
に
相
当

す
る
額
を
給
料
月
額
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
減

額
す
る
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
総
務
水
道
常

任
委
員
会
で
は
、
ま
ず
年
間
の
効
果
額

を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
市
長
は
４
５
９

万
３
６
０
０
円
、
副
市
長
２
人
は
各
３

２
５
万
３
８
０
０
円
、
教
育
長
は
２
１

５
万
３
２
５
０
円
、
水
道
事
業
管
理
者

は
欠
員
の
た
め
、
計
１
３
２
５
万
４
４

５
０
円
の
減
額
と
な
る
。
ま
た
、
現
行

の
一
律
10
％
減
額
を
差
し
引
い
た
年
間

の
効
果
額
は
、
市
長
は
２
７
５
万
６
１

６
０
円
、
副
市
長
２
人
は
各
１
６
２
万

６
９
０
０
円
、
教
育
長
は
７
１
万
７
７

５
０
円
の
計
６
７
２
万
７
７
１
０
円
の

減
額
と
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

次
に
北
河
内
各
市
に
お
け
る
市
長
の

給
与
減
額
状
況
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、

守
口
市
と
四
條
畷
市
が
30
％
、
交
野
市

が
20
％
、寝
屋
川
市
と
大
東
市
が
10
％
、

枚
方
市
が
３
％
そ
れ
ぞ
れ
減
額
し
て
い

る
が
、
守
口
市
は
期
末
手
当
へ
の
反
映

を
行
っ
て
い
な
い
た
め
、
効
果
額
で
は

本
市
が
上
回
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

り
、
本
案
は
全
員
異
議
な
く
原
案
ど
お

り
可
決
し
ま
し
た
。

　

平
成
19
年
度
門
真
市
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

は
、
20
年
度
か
ら
の
５
年
間
、
保
険
料

の
収
納
率
向
上
を
目
指
し
、
国
民
健
康

保
険
料
滞
納
整
理
支
援
シ
ス
テ
ム
の
業

務
委
託
を
行
う
た
め
提
案
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
民
生
常
任
委

員
会
で
は
、
同
支
援
シ
ス
テ
ム
導
入
の

効
果
を
た
だ
し
た
と
こ
ろ
、
現
行
の
シ

ス
テ
ム
に
お
い
て
は
、
国
保
料
の
収
納

管
理
を
主
体
と
し
た
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

た
め
、
収
納
業
務
は
手
作
業
が
大
半
を

占
め
、
即
時
的
な
対
応
は
困
難
な
状

況
と
な
っ
て
い
た
が
、
滞
納
者
個
々
の

情
報
を
一
括
管
理
で
き
る
同
支
援
シ
ス

テ
ム
の
導
入
に
よ
り
、
収
納
業
務
全
般

に
対
し
ス
ム
ー
ズ
な
事
務
が
可
能
と
な

り
、
従
事
で
き
る
時
間
の
増
加
が
図
ら

れ
る
と
と
も
に
、
収
納
率
向
上
を
目
的

と
し
た
よ
り
効
率
的
な
徴
収
活
動
の
展

開
が
可
能
と
な
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
同
支
援
シ
ス
テ
ム
導

入
後
の
目
標
収
納
率
を
た
だ
し
た
と
こ

ろ
、
本
市
の
財
政
状
況
に
お
い
て
、
国

保
会
計
の
健
全
化
は
最
重
要
課
題
で
あ

り
、
そ
の
根
幹
で
あ
る
保
険
料
の
収
納

率
向
上
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
の
認

識
か
ら
、
行
財
政
改
革
推
進
計
画
に
お

い
て
毎
年
１
％
の
収
納
率
改
善
を
目
標

と
し
て
き
た
が
、
同
支
援
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
伴
い
、
毎
年
１
・
５
％
の
改
善

を
目
標
と
し
て
努
力
を
重
ね
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
で
あ
り
、
本
案
は
全
員
異

議
な
く
可
決
し
ま
し
た
。

門
真
市
老
人
医
療
費
の
助
成
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正

　

本
案
は
、
国
の
医
療
制
度
改
革
に
よ

り
、
20
年
４
月
１
日
か
ら
老
人
保
健
制

度
に
代
わ
っ
て
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
老
人
医

療
費
一
部
負
担
金
相
当
額
等
一
部
助
成

制
度
を
老
人
医
療
助
成
制
度
に
統
合
す

る
こ
と
に
よ
り
、
一
部
負
担
金
相
当
額

等
一
部
助
成
証
明
書
と
老
人
医
療
証
の

一
本
化
等
を
行
う
た
め
提
案
さ
れ
た
も

の
で
す
。

　

審
査
の
付
託
を
受
け
た
民
生
常
任
委

員
会
で
は
、
そ
の
効
果
に
つ
い
て
た
だ

し
た
と
こ
ろ
、
現
行
の
老
人
医
療
費
助

成
制
度
で
は
、
医
療
窓
口
に
お
い
て
被

保
険
者
証
、
高
齢
受
給
者
証
、
老
人
医

療
証
、
さ
ら
に
、
医
療
費
の
１
割
負
担

に
つ
い
て
は
一
部
負
担
金
相
当
額
等
一

部
助
成
制
度
に
よ
り
、
一
部
負
担
金
相

当
額
等
一
部
助
成
証
明
書
等
の
提
出
が

必
要
と
な
る
が
、今
回
の
改
正
に
よ
り
、

老
人
医
療
証
と
一
部
負
担
金
相
当
額
等

一
部
助
成
証
明
書
が
一
本
化
さ
れ
、
医

療
機
関
で
提
示
す
る
場
合
や
事
務
手
続

き
上
で
煩
雑
さ
が
緩
和
さ
れ
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

導
入
に
よ
る
シ
ス
テ
ム
切
り
か
え
等
事

務
作
業
の
影
響
に
つ
い
て
質
疑
、
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

　

採
決
に
当
た
っ
て
は
、
反
対
の
討
論

が
あ
り
ま
し
た
が
、起
立
採
決
の
結
果
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　

昨
年
９
月
の
第
３
回
定
例
会
に
お
い

て
、
決
算
特
別
委
員
会
に
閉
会
中
の
継

続
審
査
を
付
託
し
て
い
た
平
成
18
年
度

門
真
市
歳
入
歳
出
決
算
及
び
平
成
18
年

度
門
真
市
水
道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い

て
は
、
３
日
間
に
わ
た
る
委
員
会
の
審

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て
は
賛
成
多

数
で
、
水
道
事
業
会
計
決
算
に
つ
い
て

は
全
員
異
議
な
く
、
い
ず
れ
も
認
定
し

ま
し
た
。

　

平
成
20
年
１
月
25
日
を
も
っ
て
任
期

が
満
了
す
る
門
真
市
選
挙
管
理
委
員
及

び
同
補
充
員
の
選
挙
を
地
方
自
治
法
第

１
８
２
条
の
規
定
に
よ
り
行
い
、
次
表

の
と
お
り
当
選
人
を
決
定
し
ま
し
た
。

門真市選挙管理委員当選人

住　　　　　所 氏　　名

門真市城垣町17番17号 赤井　秀治

門真市五月田町29番３号 稲田　　實

門真市江端町８番６－1001号 岩﨑　定也

門真市野里町19番５号 早川　孝久

（氏名は50音順）

門真市選挙管理委員補充員当選人

住　　　　　所 氏　　名

門真市堂山町９番27号 北添　泰男

門真市下馬伏町10番６号 中井　悌治

門真市幸福町17番８号 村　清一

門真市大字三ツ島215番地の６ 植田　　弘

（氏名は得票順）

　

人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

　

門
真
市
本
町
14
番
６
号

栗く
り　

原は
ら　

久ひ
さ　

子こ

　

本
案
は
、
任
期
満
了
に
伴
い
提
案
さ

れ
た
も
の
で
、
引
き
続
き
同
氏
の
推
薦

に
同
意
し
ま
し
た
。

番　　号 件　　　　　名 議決結果

議案第 61 号 市道路線の認定について 可　　決

議案第 62 号 市道路線の変更について 可　　決

議案第 63 号 門真市土地開発公社定款の一部変更について 可　　決

議案第 64 号
寝屋川北部広域下水道組合の解散に関する協議につい
て

可　　決

議案第 65 号
寝屋川北部広域下水道組合の解散に伴う財産処分に関
する協議について

可　　決

議案第 66 号
門真市特別職の職員の給与に関する条例及び門真市教
育委員会の教育長の給与及び旅費条例の一部改正につ
いて

可　　決

議案第 67 号
門真市老人医療費の助成に関する条例の一部改正につ
いて

可　　決

議案第 68 号 門真市保健福祉センター条例の一部改正について 可　　決

議案第 69 号 門真市立放課後児童クラブ条例の一部改正について 可　　決

議案第 70 号 平成19年度門真市一般会計補正予算（第３号） 可　　決

議案第 71 号
平成19年度門真市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第３号）

可　　決

議案第 72 号 人権擁護委員候補者の推薦について 同　　意

議案第 73 号
一般職の職員の給与に関する条例等の一部改正につい
て

可　　決

議案第 74 号 平成19年度門真市一般会計補正予算（第４号） 可　　決

議案第 75 号
平成19年度門真市国民健康保険事業特別会計補正予算
（第４号）

可　　決

議案第 76 号
平成19年度門真市公共下水道事業特別会計補正予算
（第２号）

可　　決

議案第 77 号
平成19年度門真市老人保健事業特別会計補正予算（第
２号）

可　　決

議案第 78 号 平成19年度門真市水道事業会計補正予算（第１号） 可　　決

認定第１号 平成18年度門真市歳入歳出決算認定について 認　　定

認定第２号 平成18年度門真市水道事業会計決算認定について 認　　定

議員提出議案
第 ６ 号

道路特定財源諸税の暫定税率の延長及び高速道路料金
の引き下げに関する意見書 可　　決

請願第１号
門真の保育・学童保育・子育て支援施策の充実を求め
る請願 不　採　択

請願第２号 国民健康保険料の引き下げなどを求める請願 不　採　択

■議会で決まったこと ■市政に対する一般質問
質　　問　　要　　旨

１ 動物介在教育と学校獣医師制度につい
て

２ 学力向上の対策について
３ 労使交渉について

１ 多重債務者の相談窓口の設置について

１ 保健事業について
a　特定健診について
s　特定保健指導について
d　医療改革による本市の国保財政に与
える影響について

f　75歳以上の後期高齢者の健診や健康
づくりについて

２ 教育行政について
a　全国学力・学習状況調査について

１ 安全・安心のまちづくりについて
a　防犯に関する条例の制定について
s　センサ付防犯灯の設置について

２ 子育て支援について
a　出産育児一時金の医療機関受取代理
制度について

s　５歳児健診について
d　公立幼稚園保育料の軽減について

１ 住生活基本法に基づく市の施策につい
て
a　市営住宅について
s　住宅市街地総合整備事業について
d　門真団地の建てかえについて

２ 救急医療の充実について
a　救急搬送等の状況について
s　救急医療の現状について
d　救急医療体制の充実強化について

１ 学校給食について
a　給食施設の改善について
s　学校給食の食材納入業者への指導に
ついて

２ ごみ有料化について
a　粗大ごみ有料化後の私有地への不法
投棄に対しての対応について

s　粗大ごみ有料化に伴う説明会につい
て

d　普通ごみの有料化問題について

質　　問　　要　　旨

１ 国民健康保険の改善への取り組みにつ
いて
a　国保の現状と門真市の認識について
s　国への働きかけについて
d　予防医療等について
f　一般会計からの繰り入れについて
g　減免制度の拡充等について

２ 門真市移動円滑化基本構想の推進につ
いて
a　市内各駅を中心とした移動円滑化の
現状について

s　萱島駅のバリアフリー化の現状と今
後の取り組みについて

　d　移動円滑化基本構想に基づく特定経
路の交通安全対策について

１ 市税等電話催告業務について
a　堺市で効果の上がっている滞納者へ
のコールセンター設置を推進すべきこ
とについて

１ 減災対策について
a　緊急地震速報、全国瞬時警報システ
ム、防災行政ラジオの活用について

s　災害弱者対策について
d　家具転倒防止対策について
f　防災士の育成について

２ 内部障害者等への支援策について
a　ハート・プラスマークについて
s　オストメイト対策について

１ 財政健全化法の指標と本市との関係に
ついて

２ 歳出抑制策について
３ 歳入増大策について
４ 今後の目標について

１ 第２京阪道路問題の重要事項研修をす
べきことについて

２ 業者選定に際しての法令遵守担保の確
保について

３ 補助金団体役員の住民登録問題と市の
裁量について

４ 保育園民営化問題と民間保育園の状況
について


